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ECL1.0は VMwareの仮想マシン
（以下、VM）を活用した共有型サー
ビスであった。またオープンソース
の“OpenStack”をベースに共有型
の仮想サーバーを提供する現行の
ECL2.0にも、ベアメタルサーバー
や専用のハイパーバイザーによる
VMwareの環境を利用できるサービ
スメニューが用意されている。これ
らのサービスを活用し多くのシステ
ムがクラウドへと移行されてきた
が、一方で移行が難しいケースも
あった。
「停止すると取引先にまで影響し
かねない、SoRやモード 1に分類さ
れるミッションクリティカルなシス
テムのクラウド移行では『現状のま
ま』、しかも『手間をかけずに』と
いうニーズが強く、実現が容易では
ありませんでした。2020年 12月
に本格提供を開始した ECLの新た
なサービス“マネージド vプラット
フォーム（以下、MvP）”はこうし
たニーズに対応しやすく、運用負担

の軽減にも役立ちます。」（高橋氏）

1VMから利用可能な完全従量制
VMware環境を希望するお客さま
が多いため、MvPは ECL1.0と同
じく VMware環境のマルチテナン
ト型サービスとした。ただし 1VM

から利用可能である点が大きく異な
る。リソース単位の完全従量制であ
り、スモールスタートで段階的にシ
ステムを移行したい、また検証・開
発環境のコストを最適化したいと
いったニーズにも適している。
完全従量制というサービス仕様

は、VMware社との連携を通じて蓄
積した技術力を活かし、内製により

NTT コミュニケーションズ（以下、NTT Com）は高品質・高信頼な企業向けクラウド“Enterprise Cloud（以下、
ECL）”に、1VMから VMware 環境を利用できるほかクラウドへのシステム移行が容易なサービスメニューを追加した。
運用管理業務の負荷軽減やデータ利活用の促進など、さまざまな価値を提供している。
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実現した。VMware製品を使った他
社の類似サービスではホスト単位、
しかも 3台からの提供が多く、大き
なアドバンテージとなっている。
マイグレーションが容易

VMwareの“VMware Cloud Dire- 

ctor Availability（以下、VCDA）”を
活用することにより、従来は SIが必
要であったシステム移行を簡単に行
うことができる。
「オンプレミス環境に VCDAエー
ジェントを導入しMvP側の VCDAと
接続することにより、MvP側に VM

のクローンを作成できます。これで
移行の準備が整います。」（吉澄氏）
オンプレミス環境と MvPのセ

キュアな接続には VPN のほか
“Flexible InterConnect（以下、FIC）
を利用可能であり、NTT Comはセッ
トでの提案を進めている。この点は
後述するユースケースでも同様だ。
運用はNTT Comが一括対応
システムをMvPへ移行すること
により、ハードウェアやハイパーバ
イザーの運用管理負担がなくなる。

リソース不足に伴う拡張
MvPに作成した VMと連携するこ

とにより、オンプレミスの VMware

環境リソース不足を補える。
EOLに伴うリプレース

VMware環境の EOLを契機にオ
ンプレミス環境からMvPへ全面的
に移行する。
DR（Disaster Recovery）
マイグレーションと同様の仕組み
でMvP側に VMのクローンを作成
し、継続的に更新されるようにして
おくことによってDRを可能にする。

バックアップの外部保管
MvPをバックアップの保管先と

して活用できる。オンプレミス環境
でVMware以外のハイパーバイザー
や物理サーバーを運用している場合
にも有効なユースケースだ。

“Smart Data Platform（以下、
SDPF）”と連携しやすいことももち
ろん大きなメリットの 1つだ。FIC

によりハイブリッドクラウドと接続
しやすく、データ利活用のための各
種サービスも利用しやすい。データ
転送が従量課金ではないため、NW

の利用コスト低減も期待できる。ま
た増加するデータの蓄積には低コス
トなクラウドストレージ“Wasabi”
を利用可能だ。
オンプレミス環境で運用されてい
るモード 1のシステムはデータ連
携が難しいことも多い。MvPへの
移行によりデータ利活用を進めやす
くなり、運用負担軽減により人的リ
ソースに余裕が生まれることも合わ
せ、デジタルトランスフォーメー
ション（DX）に取り組みやすくな

るという効果も期待できる。

「モード 1のシステムが必要であ
ることは今後も変わりません。MvP

の提案活動を通じ、NTT Comがこ
の部分への対応をしっかり行うこと
への期待を感じています。期待に応
えるためにも、さまざまな ITベン
ダーや SIerと協力し、お客さまの
ICTシステムをさらに改善していけ
るようにする考えです。まず 2021
年夏を目処に物理的なインフラを
Hyper-Converged　Infrastructure

（HCI）で置き換える予定です。複
数のサーバーのストレージを仮想的
な 1つの共有ストレージのように
扱える HCIは故障やハードウェア
交換の影響を受けづらく、長期的に
運用され停止が許されないシステム
のインフラに適しています。このほ
か、MvP単体ではなく SDPFをは
じめとする各種サービスと組み合わ
せ、さまざまな価値を提供すること
に注力しています。」（高橋氏）

インターネット

STEP1 VMware Cloud Director Availabilityをオンプレミス側に構築いたします。（OVAデプロイ）
STEP2 VMware Cloud Director Availabilityをクラウド側とペアリングします。
STEP3 オンプレ側のVMをレプリケーションし、VMをクラウド側に切り替えます。
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図 2　VMware Cloud Director Availability の活用イメージ
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